
　

３
月
11
日
で
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
す
。
現
在
、
被
災
地
で

は
復
興
が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
、
報
道
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
減
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
あ
の
大
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
教
訓
と
し
、
常

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

― 

東
日
本
大
震
災 

―

　

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
に
、
三
陸

沖（
牡お
し
か鹿
半
島
の
東
南
東
約
１
３
０
㌔
㍍
付

近
）の
深
さ
約
24
㌔
㍍
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
気
象
庁
の
記
録
で
は
、
こ
の

地
震
は
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大
、
ア
メ
リ

カ
地
質
調
査
所
の
情
報
で
は
１
９
０
０
年
以

降
、
世
界
で
も
４
番
目
の
大
き
さ
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
源
地
に
近
い
宮
城

県
を
は
じ
め
と
し
た
東
北
地
方
や
関
東
の
沿

岸
で
は
、
こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
の
被
害
が

甚
大
な
も
の
と
な
り
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大

災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
市
内
で
は
、
地
震
直
後
に
一
部
の
地

域
が
停
電
と
な
り
、
断
水
す
る
な
ど
の
被
害

が
出
ま
し
た
。

　

市
で
は
即
座
に
地
震
警
戒
対
策
本
部
を
設

置
し
、
給
水
車
に
よ
る
給
水
や
、
停
電
情

報
、
被
害
情
報
な
ど
の
収
集
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。
市
内
全
域
の
停
電
復
旧
は
、
翌
朝

の
５
時
30
分
頃
と
な
り
、
水
道
も
復
旧
、
パ

ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
市
内
に
は
特
段
被
害
が

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
で
の
市
内
最
大
震
度
は
震
度
４

で
あ
り
、
負
傷
す
る
方
や
、
避
難
が
必
要
な

ほ
ど
の
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
揺
れ

の
長
い
時
間
や
大
き
さ
に
大
変
な
不
安
を
感

じ
た
方
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
当
日
に
は
都
留
消
防
署

で
は
職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
、
救
助
に
向
か

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、市
で
も
職
員
を
派
遣
し
、

罹り
さ
い災

証
明
書
の
発
行
業
務
や
保
健
師
業
務
に

携
わ
り
、
被
災
地
の
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

■（左）被災した
当日のことを語
る被災者の方
■（右）流された
と思われる家の
基礎
（両方とも被災後
の職員派遣にて
宮城県内で撮影）

２
月
14
～
15
日
　
山
梨
県
内
に
記
録
的
な
豪
雪

　

２
月
14
日
朝
か
ら
降
り
始
め
た
雪
は
、
15

日
昼
頃
ま
で
降
り
続
き
、
史
上
ま
れ
に
見
る

豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
国
17
カ
所
で
観
測
史
上
１
位

の
積
雪
を
更
新
し
、
甲
府
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
記
録
の
２
倍
以
上
と
な
る
１
１
４
㌢
㍍

を
記
録
し
ま
し
た
。
市
内
で
も
１
㍍
を
超
え

る
積
雪
が
あ
り
、
自
動
車
で
の
走
行
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
徒
歩
で
の
移
動
も
困
難
な
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
所
で
は
、
車
な
ど
で
立
ち

往
生
し
た
市
内
外
の
帰
宅
困
難
者
が
あ
ふ

れ
、
開
設
し
た
避
難
所
で
多
く
の
方
が
何
泊

も
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
道
路
機
能
の
迅
速
な
復
旧
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
道
路
上
に
駐
車

さ
れ
た
ま
ま
の
自
動
車
の
影
響
や
、
雪
の
置

き
場
の
確
保
な
ど
の
問
題
、
ま
た
、
除
雪
作

業
車
の
数
に
限
り
が
あ
る
な
ど
の
こ
と
か

ら
、
復
旧
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
家
屋
の
倒
壊

や
電
線
の
断
線
な
ど
も
あ
り
、
雪
害
と
し
て

は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
の

災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
内
各
地
域
で
は
、
市
民
の
方
々

に
よ
り
、
自
主
的
な
生
活
道
路
の
除
雪
や
、

公
民
館
開
放
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
の
宿
泊
場

所
の
確
保
、
ま
た
、
炊
き
出
し
の
対
応
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
ま
れ
に
見
る
災
害
と
な
り
、
多
く

の
方
々
が
困
難
な
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
近
隣
住
民

の
つ
な
が
り
や
、
人
と
人
の
助
け
合
い
な
ど
、

「
共
助
」の
力
強
さ
を
改
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ

る
災
害
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■（上）２月15日の十日市場地区
の状況。表紙の写真は、この場
所の反対側、佐伯橋の状況を撮
影したものになります。１メー
トルを超える積雪のため、国道
上には多くの自動車が止まった
ままとなっていました。また、
十日市場地区にはトラックも複
数台停車しており、物流も完全
にストップしてしまう状況とな
りました。こうした帰宅困難と
なった方々の中には、長野県や
栃木県など、県外の方も多くい
らっしゃいました。
■（左）２月16日の蒼竜峡団地
入口付近の様子。ようやく通れ
るようになった国道を使い、多
くの方が買い出しなどのために
徒歩で移動をしていました。中
には、家へ帰るために近隣の市
や町まで徒歩で行く方もいらっ
しゃいました。

平成23 年３月12 日のようす（市消防本部撮影・宮城県仙台市）

東日本大震災から３年、
災害に備えましょう。
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　「自らの安全は、自らが守る。」これが、防災
の基本です。自宅を安全な空間にすることも、
自分にしかできないことです。地震の揺れの中
では、誰もが、自分の身を守ることしかできま
せん。
　玄関前が雪で埋まったとしても、道路まで出る

　

 

災
害
時
に
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
？
市
、
消
防
、
警
察
、
県
、
自
衛
隊
な
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
災
害
に
備
え
て
い

ま
す
が
、
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
行
政
の
対
応
力
は
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
際

で
も
、
救
助
隊
が
被
害
の
大
き
さ
に
対
応
し
き
れ
な
い
ば
か
り
か
、
道
路
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
、
現
場
に
も
た
ど
り
着
け
な
い
と
い
う
状
態
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
災
害
時
に
は
公
的
機
関
が
救
助
を
行
う「
公
助
」の
部
分
は
非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

の
で
す
。
こ
う
し
た
時
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
自
ら
安
全
を
確
保
す
る「
自
助
」、
近
隣
の
人
た
ち
と
助
け
合
う「
共
助
」で
す
。

ためにはまず家族の協力が必要です。
　また、地震で揺れがおさまった後、火元を消
したり、けがをした家族の出血を、最も早く止
血できるのは自分しかいません。
　こうした、自分の手で自分・家族・財産を助
ける備えと行動を、「自助」といいます。 

自助
災害時に頼れる割合：７割（自分・家族）
阪神・淡路大震災の際、生き埋めや閉じ込められた
方のうち、約７割の方が、「自力」か「家族」に救助さ
れたと言われています。

　「わがまちは、わが手で守る。」これが、地域を
守る最も効果的な方法です。そして、地域を守
ることは、自分を守ることにつながります。
　地震の揺れがおさまり、自宅が無事であった
としても、隣の家から出た火を放っておけば、
自分の家も燃えてしまいます。隣の家の火も消
すことが、自分の家を守る、唯一の方法です。
　豪雪の際、買い出しに行くための生活道路の
雪かきも、地域で解決できることもあります。
　地域全体が被災する広域災害では、地域の防
災機関も、同時にすべての現場に向かうことは
できません。また、自衛隊など被災地の外から
の応援の到着には時間がかかります。こうした

時には近隣の方たちが協力し、救出・解決して
いくほかありません。
　救出活動も消火活動も、早く始めるほど、そ
して、多くの人が参加するほど、被害を小さく
抑えられます。
　災害時に円滑に協力するためには、普段から
の交流が大きな力になります。
　こうした近隣のみなさんと協力して、地域を
守る備えと行動を、「共助」と呼びます。
　本市では、各地域ごとに「自主防災会」が組織
され、それぞれ活発な活動をしていただいてい
ます。こうした活動こそが、いざという時に力
を発揮するのです。

共助
災害時に頼れる割合：２割（友人・隣人・通行人・自主防災会）
阪神・淡路大震災の際、生き埋めや閉じ込められた方のうち、約２割の方が、

「友人・隣人」か「通行人」によって救助されたと言われています。

　市をはじめ、警察・消防・県・国といった行政機関、ラ
イフライン各社をはじめとする公共企業、こうした機関の
応急対策活動を、公助と呼びます。
　市はもちろん、各機関とも、災害の発生からできるだけ
早く、すべての能力を応急対策活動にあてられるよう、備
えています。
　いままでに起こった災害の経過や対応を教訓として、市
としての対応はもちろん、地域を超えたネットワークの構
築など、災害に対する課題に早急に取り組んでいます。
　しかしながら、自分を中心に考えてみると、災害の直後、

公助
災害時に頼れる割合：１割（市・消防・警察・自衛隊など）
阪神・淡路大震災の際、生き埋めや閉じ込められた方のうち、約１割の
方が、「救助隊」などに救助されたと言われています。

自分を守るのは、やはり自助の力です。
　そして、自分ひとりでは対応できない状況になったとき、
頼ることができるのは、共助です。それは同時に、自分が
可能ならば、自ら共助に参加する意識が前提となります。
そして、公助とともに、状況を安定させ、復旧・復興へと
向かいます。公助が活動を始めても、その援助の手が、円
滑に私たち一人ひとりの許に届くためには、共助との連携
が無くてはなりません。
　こうした連携が、地域、そして自分の被害を最小限に抑
え、早期に復旧・復興するために必要なことなのです。

災害時に
あなたを助けてくれる
のは誰でしょう。

― 
市
内
の
自
然
災
害 

―

　

今
後
心
配
さ
れ
る
自
然
災
害
と
し
て
は
、

近
い
将
来
の
発
生
確
率
80
％
以
上
と
さ
れ
る

東
海
地
震
を
は
じ
め
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
な
ど
の
広
範
囲
に
わ
た
る
巨
大
地
震
、
ま

た
、
県
内
が
震
源
と
な
る
内
陸
型
の
断
層
地

震
な
ど
、
大
き
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
震
災
害
は
、
予
測
が
不
可
能

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
私
た
ち
の
身
近

で
起
き
る
可
能
性
が
最
も
高
い
自
然
災
害
と

い
え
ば
、
土
砂
災
害
や
、
先
日
大
き
な
被
害

の
出
た
豪
雪
な
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
23
年
９
月
の
台
風
12
号
・
15
号
の
上

陸
に
よ
る
河
川
の
氾
ら
ん
や
、
住
宅
地
付
近

で
の
土
砂
災
害
の
発
生
は
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
土
砂
災
害
に
備
え
、

市
で
は
昨
年
４
月
に
土
砂
災
害
の
危
険
性
に

よ
っ
て
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

で
塗
り
分
け
た
、「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
配

布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
の
大
雪
で
は
、
道
路
上
に
帰

宅
困
難
者
の
自
動
車
が
並
び
、
多
く
の
方
が

身
動
き
が
と
れ
な
い
状
況
が
引
き
起
こ
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
観
測
史
上
初
と
も
い
え
る

豪
雪
の
た
め
、
除
雪
作
業
も
ま
ま
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
に
直
面
し
た
時
に

は
、
改
め
て
自
然
災
害
の
猛
威
を
知
ら
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
日
頃
か
ら
の
防
災

に
対
す
る
心
構
え
と
準
備
の
重
要
性
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■（左）山から土砂混じりの水が流れだしている状況■（右）河川の氾らんによって護岸がひび割れ、崩れた状況
（両方とも平成23 年台風12 号上陸時市内にて撮影）

●
避
難
所
・
避
難
場
所
の
一
覧

　

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
、
広
報
つ
る
に
お
い
て

避
難
所
・
避
難
場
所
の
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
再
度
掲
載
を
し
ま
す
の
で
、
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

地域 地　　区
災害時避難所・避難場所

地震などの災害時 土砂災害時

谷　村

楽　山
避難所：市民体育館
避難場所：都留文科大学
　　　　　グラウンド

※谷村工業高校は工事中のた
め、平成29 年度末頃まで「谷
一小」

田原・田原団地・上町・上天神町 谷村工業高校 （都留興譲館高校）※
川棚・旭ヶ丘 川棚営農指導センター
仲町・下町・高尾町・横町・栄町・城北町・田町・
幸町・新町・下天神町・早馬町 谷一小

寿町・弁天町・長者町・深田・新明町・新井・姥沢・
鷹ノ巣・羽根子 下谷体育館 

三　吉

開　地

上小野・大津・下細野・上細野・菅野 附属小
法能・住吉町・日の出町・熊井戸・緑町・下小野・
中小野・権現原・西海戸・熊井戸団地

避難所：都一中
避難場所：住吉球場

玉川・宮原・引の田・上戸沢・下戸沢・サン
タウン玉川・中野団地 谷二小

東　桂
十日市場・蒼竜峡団地・桂町・下夏狩・上夏
狩 東　小

鹿留古渡・鹿留宮下・鹿留沖・境 東　中

宝
金井・中津森・上大幡・下大幡・高畑・サン
タウン宝・サンタウン平栗・厚原・平栗・加
畑

宝　小

禾　生

盛　里

与縄日影・与縄日向・与縄上手 与縄営農指導センター
古川渡・川茂・井倉・九鬼団地・井倉団地・
サンタウン井倉 禾一小

田野倉・田野倉団地・小形山 禾二小
月見ケ丘・四日市場・富士見台 都二中
馬場第一・馬場第二・神門・久保・曽雌・大平・
朝日団地 旭　小

市内全域
まちづくり交流センター（旧：文化会館）

※市内全域及び「福祉避難所」の
バックアップとして、避難所のみで使用

Ｈ 2 6 . 3 . 1 4Ｈ 2 6 . 3 . 15


	02-災害01.pdf
	02-災害02.pdf



